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食
べ
る
も
の
も
着
る
も
の
も
不
充

分
だ
つ
た
。
机
も
椅
子
も
満
足
な

も
の
は
数
少
な
か
つ
た
。み
な
さ

ん
に
本
当
に
戦
争
の
悲
し
み
や
み

じ
め
さ
を
心
底
か
ら
味
わ
つ
て
育

ち
ま
し
た
。
こ
の
尊
い
体
験
を
も

と
と
し
て
み
な
さ
ん
は
き
つ
と
、

日
本
の
平
和
、
ひ
い
て
は
世
界
の

平
和
を
打
ち
樹
て
る
た
め
に
、一

生
懸
命
努
力
す
る
立
派
な
人
に
な

つ
て
く
れ
る
で
し
よ
う
。
校
長
先

生
の
卒
業
生
に
送
る
言
葉
が
明
る

い
講
堂
の
中
に
流
れ
る
。

○
文
字
通
り
蛍
光
窓
の
雪
、
終
戦

後
初
の
入
学
生
と
し
て
、
恵
ま
れ

ざ
る
教
材
と
環
境
で
不
自
由
な
勉

強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た

本
年
度
の
卒
業
生
だ
が
、
卒
業
式

を
迎
え
た
子
供
達
の
瞳
は
、
日
本

が
歩
ん
だ
六
年
間
の
苦
悩
の
か
げ

す
ら
宿
さ
ず
、
仰
け
ば
尊
し
我
が

師
の
恩
、
純
粋
な
教
師
へ
の
思
慕

と
感
懐
で
、
わ
ず
か
に
濡
れ
て
さ

え
い
た
。

写
真
は
千
寿
第
八
小
学
校
で

○
本
年
度
卒
業
生
状
況

小

学

校

卒
業
生

男
二
、
六
七
九
　
女
二
、
七
四
八

私
立
中
学
進
学
者

男
二
五
三
　

女
三
〇
六

区
立
中
進
学
者

男
二
、三
〇
四
　
女
二
、
三
六
一

官
立
中
進
学
者

男
七
　

女
七

中

学

校

卒
業
生

男
二
、
〇
三
〇
　
女
一
、
八
一
〇

私
立
高
進
学
者

男
三
三
　

女
三
六

都
立
高
進
学
者

男
八
二
七
　
女
四
三
四

官
立
高
進
学
者

男
一
　

女
一
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都
内
第
一
位
の
総
預
金
高

区
で
二
十
四
貯
蓄
組
合
を
表
彰

区
内
五
三
七
の
貯
蓄
組
合
の
現
在

ま
で
の
総
預
金
高
は
一
億
五
千
万

円
と
い
う
都
内
で
も
極
め
て
優
秀

な
成
績
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら

組
合
及
び
区
民
に
対
し
区
で
は
今

後
と
も
一
層
貯
蓄
を
奨
励
す
る
た

め
に
三
月
二
十
日
午
前
十
時
か
ら

次
の
二
十
四
組
合
を
表
彰
し
た
。

□
旭
町
北
圭
婦
の
会
貯
蓄
組
合
(

代
表
筧
千
枝
野
)
東
町
通
り
主
婦

の
会
〃
(
血
矢
千
代
)
日
の
出
婦

人
会
〃
(
天
沼
靜
枝
)
柳
原
町
東

婦
人
会
〃
(
石
井
ゆ
き
)
千
住
宮

元
町
〃
(
佐
藤
賢
治
)
千
住
一
丁

目
母
の
会
〃
(
萩
原
靜
子
)
千
住

大
東
〃
(
小
沢
か
の
)
千
住
大
川

町
西
婦
人
会
〃
(
橋
本
翠
)
千
住

末
若
〃
(
児
玉
八
十
路
)
興
南
〃
(

塚
本
誼
俊
)
さ
つ
き
〃
(
石
川

栄
四
郞
)
西
新
井
新
生
婦
人
会
〃
(

高
崎
す
み
)
不
動
〃
(
待
井
志

づ
)
日
比
谷
組
報
徳
〃
(
日
比
谷

竹
次
郞
)
小
台
町
婦
人
会
八
千
代

会
〃
(
高
橋
ト
ク
)
南
宮
城
町
第

十
〃
(
阿
出
川
た
ま
)
北
鹿
浜
町

椛
屋
〃
(
小
宮
八
重
)
足
立
農
協

上
沼
田
支
部
〃
(
丹
津
輻
爾
)
竹

ノ
塚
下
組
〃
(
古
庄
庫
行
)
足
立

農
協
西
加
平
支
部
〃
(
伊
藤
立
次
)

内
匠
境
田
〃
(
小
宮
金
之
助
)

長
門
町
〃
(
鈴
木
鐘
次
郞
)
五
反

野
東
婦
人
会
〃
(
橋
爪
淸
乃
)
日

の
出
婦
人
会
〃
(
西
田
春
子
)

宮
城
方
面
の

水
路
改
修
完
成

昨
年
十
二
月
十
日
失
業
対
策
事
業

の
一
環
と
し
て
総
工
費
二
四
八
万

円
で
着
工
し
た
小
台
排
水
場
に
通

ず
る
水
路
(
南
宮
城
町
一
七
―
三

四
)
の
改
修
工
事
が
、
去
る
二
月

二
十
三
日
完
成
、
従
来
、
排
水
場

が
あ
り
な
が
ら
水
路
の
不
備
の
た

め
水
が
よ
べ
ず
地
水
や
溜
水
に
困

ま
つ
て
い
た
地
元
民
の
悩
み
を
一

掃
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
工
事
は
、
延
長
二
〇
〇
米
に

及
ぶ
水
路
に
幅
二
米
、
高
さ
一
、

五
米
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柵
渠
を
施

し
た
も
の
で
、
半
永
久
的
な
堅
牢

さ
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
。

〝きぼう号〟お目見得
スマート な動 く図書館

区
が
動
く
図
書
館
と
し
て
、日
頃

図
書
館
を
利
用
で
き
な
い
区
民
の

た
め
に
図
書
の
閲
覧
や
貸
出
を
行

い
区
民
文
化
の
向
上
を
図
る
目
的

で
購
入
し
た
「
き
ぼ
う
号
」
が
三

月
十
日
ス
マ
ー
ト

な
ク
リ
ー
ム
色
の

車
体
で
お
目
見
得

し
た
。

○
こ
の
「
き
ぼ
う

号
」
は
区
民
か
ら

募
集
し
た
一
一
六

点
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
選
定
審
査

の
結
果
命
名
さ
れ

た
も
の
で
、
発
展

途
上
に
あ
る
本
区

の
文
化
、
社
会
教

育
両
面
の
将
来
性

を
表
象
す
る
に
も

つ
と
も
応
わ
し
い

と
の
理
由
で
採
用
さ
れ
た
も
の
。

○
区
政
の
宣
伝
周
知
や
野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
の
指
導
、映
画
会

等
も
随
時
行
え
る
よ
う
ス
ピ
ー
カ

ー
、
ス
ー
パ
ー
受
信
機
、
レ
コ
ー

ド
演
奏
機
を
備
え
こ
れ
ら
の
電
源

と
し
て
二
、
五
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
発

電
す
る
発
動
電
動
機
も
持
つ
て
お

り
、
災
害
時
に
は
応
急
援
助
用
と

し
て
出
動
も
す
る
と
い
う
八
面
六

臂
の
活
躍
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

○
春
風
に
乗
つ
て
流
れ
る
快
い
メ

ロ
デ
イ
ー
の
合
間
に
、
区
民
の
皆

様
こ
ち
ら
は
区
役
所
○
○
課
で
ご

ざ
い
ま
す
…
…
ク
リ
ー
ム
色
の
車

体
が
早
春
の
緑
野
に
働
く
区
民

に
、脚
を
伸
ば
し
て
呼

び
か
け
る
。今
ま
で
兎

角
、商
店
街
、住
宅
地

か
ら
比
し
て
区
政
の
周

知
徹
底
が
緩
漫
で
あ
つ

た
農
村
地
帯
に
も
、
「

き
ぼ
う
号
」
は
声
の
〝

お
知
ら
せ
〟
を
万
遍

な
く
ふ
り
ま
い
て
ゆ
く

…
…

区
政
の
周
知―

こ

こ

か
ら

円

滑

な
区

行

政

の

運

営

が
確

立

さ
れ

る

の
で

も

あ

る
。

憲
法
記
念
野
球
会

都
軟
式
野
球
連
盟
足
立
支
部
、
区

役
所
、
足
立
区
体
育
会
共
催
の
第

五
回
憲
法
記
念
並
び
に
春
季
野
球

大
会
は
去
る
十
六
日
午
前
十
時
か

ら
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
で
大
山
区

長
、
清
水
区
会
議
長
の
始
球
式
に

よ
り
開
始
さ
れ
た
。

納
税
を
容
易
で
確
実
に
す
る

=
納
税
貯
蓄
組
合
=

納
税
を

容
易
で

確
実
に

で
き
る

よ
う
に

と
、有

志
が
自

主
的
に

結
合
し

て
つ
く

つ
た
納

税
貯
蓄

団
体
を

法
律
で

保
護
助

成
し
よ

う
と
し

て
制
定

さ
れ
た

納
税
貯

蓄
組
合

法
に
定

め
ら
れ

た
組
合

を
納
税
貯
蓄
組
合
と
い
う
。

こ
の
納
税
貯
蓄
組
合
と
は
、
大

雑
把
に
い
え
ば
、
一
定
の
地
域
又

は
勤
務
先
を
単
位
と
し
て
作
ら
れ

た
組
合
員
の
納
税
資
金
の
貯
蓄
の

あ
つ
せ
ん
と
、
組
合
員
の
納
税
を

代
行
す
る
組
合
で
あ
る
。

こ
の
組
合
を
結
成
す
る
に
は
、

自
由
な
立
場
の
ほ
ん
と
う
に
気
の

合
つ
た
有
志
が
、そ
の
必
要
を
痛

感
し
て
作
る
も
の
な
ら
ば
、組
合

の
構
成
員
は
個
人
で
も
法
人
で
も

か
ま
わ
な
い
し
、人
数
も
二
人
以

上
で
あ
れ
ば
何
人
で
も
良
い
。ま

た
こ
の
納
税
貯
蓄
組
合
結
成
に
つ

い
て
は
、同
業
組
合
の
よ
う
な
特

定
の
業
者
の
み
に
資
格
を
限
定
す

る
こ
と
は
、法
律
上
許
さ
れ
て
い

な
い
が
、一
定
の
地
域
又
は
勤
務

先
を
条
件
と
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、た
ま
た
ま
そ
の
有
志
が
同
業
者

だ
け
と
い
う
と
き
も
あ
り
得
る

が
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
業

者
だ
け
の
構
成
員
で
組
合
を
結
成

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。

組
合
結
成
の
手
続
と
し
て
は
、

組
合
の
規
約
の
写
し
(
謄
本
)
を

区
長
に
提
出
す
れ
ば
こ
の
法
律
に

よ
る
組
合
が
成
立
す
る
。

こ
の
届
出
を
し
た
組
合
に
対
し
て

は(
一
)
組
合
預
金
の
利
子
に
は
、

所
得
税
が
か
か
ら
な
い
、
た
だ
し

納
税
以
外
の
目
的
で
引
出
し
た

り
、
預
入
先
の
金
融
機
関
に
委
託

納
付
し
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
そ

の
分
に
は
課
税
さ
れ
る
。

(
二
)
組
合
の
業
務
に
関
す
る
書

類
に
は
印
紙
の
貼
布
が
い
ら
な

い
。

(
三
)
組
合
預
金
は
、
納
税
準
備

金
の
よ
う
に
引
出
制
限
が
な
く
、
も

し
納
税
以
外
に
必
要
な
と
き

は
、
何
時
で
も
引
出
せ
る
。

(
四
)
組
合
の
事
務
に
必
要
な
事

務
費
を
補
う
た
め
に
三
十
人
以
上

の
組
合
に
対
し
て
は
、
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
。

の
四
つ
の
特
典
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。

お
知
ら
せ

商
工
、
税
務
、
法
律
、
戸
籍
等
の

区
民
相
談
を
、四
月
一
日
か
ら
民

生
課
区
民
係
で
綜
合
的
に
取
扱
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
時
で
も

お
気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
。
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=
五
色
桜
の
復
活
=

接
穂
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
逆
輸
入

区
内
上
沼
田
町
荒
川
堤
の
五
色

桜
は
明
治
十
九
年
、
時
の
村
長
や

有
志
が
三
十
本
の
苗
木
を
植
え
た

の
が
始
ま
り
で
、
赤
、
黄
、紫
、

桃
色
、
赤
の
絞
り
な
ど
色
と
り
ど

り
に
五
色
の
花
を
開
き
五
色
桜
の

名
所
と
し
て
有
名
で
あ
つ
た
が

そ
の
後
戦
時
中
の
盗
伐
や
立
枯

れ
で
今
で
は
一
本
も
残
つ
て
お
ら

ず
、
わ
ず
か
に
朽
ち
か
け
た
二
、

三
本
の
切
株
以
外
に
は
昔
を
し
の

ぶ
よ
す
が
も
な
い
状
態
に
な
つ
て

し
ま
つ
た
。

昔
の
五
色
桜
を
愛
す
る
地
元
の

人
々
の
間
で
、
そ
の
後
何
回
と
な

く
計
画
さ
れ
た
復
活
運
動
も
、
苗

木
の
入
手
難
の
た
め
立
消
え
と
な

つ
て
い
た
の
で
、
区
で
は
昨
年

来
、
こ
の
復
活
に
力
を
入
れ
て
区

内
に
、
も
と
の
桜
名
所
を
作
ろ
う

と
、
全
国
か
ら
約
八
十
種
五
十
本

の
苗
木
を
あ
つ
め
都
公
園
観
光
課

に
依
頼
し
、
葛
飾
区
の
都
小
合
苗

園
で
育
成
し
て
い
る
が
、更
に
明

治
四
十
五
年
当
時
の
東
京
市
長
尾

崎
行
雄
翁
が
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ

シ
ン
ト
ン
両
市
に
送
つ
た
五
色
桜

の
苗
木
が
今
で
は
立
派
に
咲
い
て

い
る
所
か
ら
こ
の
ゆ
か
り
の
桜
も

是
非
植
え
た
い
と
ワシ
ン
ト
シ
在

外
事
務
所
を
通
じ
て
両
市
に
接

穂
の
分
譲
方
を
申
入
れ
た
所
、
染

井
吉
野
、
彼
岸
桜
、
十
月
桜
、
曙

な
ど
八
種
四
十
本
が
早
速
送
り
届

け
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
接
穂
の
仮

授
与
式
が
三
月
二
十
二
日
午
前
十

一
時
か
ら
小
合
苗
園
で
行
わ
れ

た
。接穂

は
同
苗
園
で
育
て
ら
れ
三

年
後
に
は
荒
川
堤
に
移
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
堤
を
五

色
桜
で
埋
め
る
の
も
遠
い
こ
と
で

は
な
い
。
な
ほ
近
く
米
国
の
内
務

次
官
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
D
・
シ
エ
ー

リ
ス
氏
が
来
日
す
る
の
で
そ
の
時

正
式
な
授
与
式
が
行
わ
れ
る
。

(
写
真
は
接
木
す
る
区
長
)

東
京
を
ミ
ド
リ
で
彩
ろ
う

首
都
緑
化
推
進
運
動

戦
災
に
よ
り
焼
土
と
化
し
た
市
街

は
、
街
路
も
、
遊
園
地
も
、
学
園

も
家
庭
も
今
で
は
焼
残
つ
た
僅

か
な
緑
を
辛
う
じ
て
保
つ
て
い
る

有
様
で
、
実
に
荒
涼
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
緑
の
少
な
い
市
街

は
、
住
民
の
保
健
に
悪
影
嚮
を
及

ぼ
し
、悪
疫
、
伝
染
病
を
伝
播
し

や
す
い
間
接
の
一
の
原
因
を
な
し

て
い
る
と
と
も
に
、
都
市
の
美
観

と
品
位
を
傷
つ
け
て
も
い
ま
す
。

一
方
、森
林
は
戦
時
か
ら
戦
後
に

か
け
て
過
伐
に
つ
ぐ
濫
伐
が
繰
返

さ
れ
、
貴
重
な
森
林
資
源
も
壊
滅

の
危
機
に
陥
つ
て
お
り
、
大
雨
が

降
れ
ば
す
ぐ
に
洪
水
と
な
つ
て
田

畑
を
浸
し
、
我
が
国
経
済
の
自
立

促
進
を
妨
げ
て
い
る
現
状
で
す
。

こ
れ
ら
の
情
況
に
対
処
し
て
昭
和

二
十
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
国
土

緑
化
運
動
は
、
着
々
そ
の
成
果
を

挙
げ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
更

に
講
和
条
約
の
締
結
を
記
念
す
る

一
大
植
樹
運
動
を
起
す
こ
と
に
な

り
、
都
で
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
、

去
る
二
月
十
五
日
に
首
都
緑
化
推

進
委
員
会
が
発
足
、生
活
を
豊
か

に
し
、
健
康
と
美
観
と
品
位
を
表

象
す
る
都
市
の
緑
化
運
動
を
強
力

に
展
開
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

三
月
二
十
日
か
ら
開
始
さ
れ
た

「
緑
の
羽
根
募
金
運
動
」
は
四
月

十
日
ま
で
一
千
万
円
の
募
金
を
目

標
と
し
て
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
本

区
で
も
三
月
七
日
区
立
七
中
で
開

か
れ
た
中
学
校
長
会
の
席
上
「
緑

の
羽
根
募
金
」
に
中
学
生
を
依
頼

す
る
こ
と
に
承
諾
を
得
た
の
で
、

現
在
次
の
十
七
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
街
頭
募
金
を
行
つ
て
お
り

ま
す
。
首
都
の
緑
化
こ
そ
都
民
の

た
め
で
あ
り
、
都
民
に
与
え
ら
れ

た
義
務
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
区

民
各
位
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
本
区
の
募
金
目
標
額
は
三

十
八
万
円
。

京
成
千
住
大
橋
駅
前
　
区
立
一
中

東
武
牛
田
駅
前
　
　
　
〃
　
二
中

都
電
終
点
　
　
　
　
　
〃
　
三
中

東
武
五
反
野
駅
前
　
　

〃
　
四
中

西
新
井
大
師
前
　
　
　
〃
　
五
中

都
バ
ス
尾
竹
橋
終
点
及
び
西
新
井

橋
北
詰
　
　
　
　
　
　
〃
　
六
中

本
本
新
道
　
　
　
　
　
〃
　
七
中

江
北
橋
北
詰
　
　
　
　
〃
　
八
中

東
武
梅
島
駅
前
　
　
　
〃
　
九
中

東
武
西
新
井
駅
前
　
　
〃
　
十
中

都
バ
ス
千
住
車
庫
前
　
〃
　
十
一
中

亀
有
駅
前
　
　
　
　
　
〃
　
十
二
中

東
武
バ
ス
花
畑
終
点
　
〃
　
十
三
中

東
武
竹
の
塚
駅
前
　
　
〃
　
十
四
中

北
千
住
駅
西
口
　
　
　
〃
　
十
五
中

北
千
住
駅
東
口
　
　
　

〃
　十
六
中

綾
瀬
駅
前
　
　
　
　
都
立
江
北
高
校

戸籍相談室

離
婚
し
た
い
夫

妻
は
他
の
男
と
同
棲

【
問
】
五
年
前
に

理
由
あ
つ
て
別
居

し
た
妻
が
、
そ
の

後
行
方
不
明
と
な

り
今
も
つ
て
離
婚

届
を
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
最
近
妻
の

住
所
が
判
り
ま
し

た
の
で
離
婚
手
続

を
し
た
い
の
で
す

が
、
妻
に
は
現

在
他
の
男
と
の
間

に
で
き
た
子
供
が

あ
り
ま
す
。
又
、

私
は
三
年
前
に
現
在
の
妻
と
結
婚

し
て
お
り
ま
す
が
、
離
婚
手
続
が

し
て
な
い
た
め
、
正
式
に
妻
と
し

て
籍
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
手
続
を
と
れ
ば
良
い

で
し
ょ
う
か
。

【
答
】
妻
(
前
妻
)
の
所
在
が
わ

か
つ
た
の
で
す
か
ら
話
し
合
い
の

上
協
議
離
婚
の
届
出
を
あ
な
た
の

本
籍
地
の
役
場
に
し
て
下
さ
い
。

こ
の
場
合
、
相
互
の
話
し
合
い

が
円
満
に
解
決
し
な
か
つ
た
と
き

に
は
、
妻
の
住
所
地
か
、
相
互
で

定
め
た
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判

所
に
離
婚
の
調
定
を
依
頼
し
て
解

決
し
て
貰
う
こ
と
で
す
。

次
に
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
す
が

現
在
お
子
さ
ん
は
多
分
無
籍
に

な
つ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
ま
ず
あ
な
た
の
戸
籍
に
、

あ
な
た
と
前
妻
と
の
間
に
生
ま
れ

た
子
供
と
し
て
届
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
法
律
上
の
推

定
を
受
け
る
結
果
で
や
む
を
得
な

い
こ
と
な
の
で
す
。
し
か
し
そ
の

子
供
は
あ
な
た
の
戸
籍
に
入
れ
て

か
ら
子
供
の
住
所
地
の
家
庭
裁
判

所
に
あ
な
た
と
の
間
に
親
子
の
関

係
が
存
在
し
な
い
旨
の
申
立
を
な

し
、
そ
の
決
定
に
よ
つ
た
上
で
父

と
し
て
氏
名
を
消
除
し
た
後
に
実

際
の
母
の
戸
籍
に
入
籍
す
る
手
続

に
よ
つ
て
除
籍
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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記
録
破
り
の
入
場
者

盛
況
だ
つ
た
優
良
製
品
展
示
会

区
内
の
商

工
業
の
振

興
と
発
展

を
図
る
区

役
所
、
区

内
四
工
業

会
共
催
の

「
第
四
回

区
内
優
良

製
品
展
示

会
」
は
去

る
三
月
十

六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
四
日
間

千
寿
第
一
小
学
校
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
出
品
し
た
数
も
増

え
て
八
十
三
社
に
達
し
、
出
品
点

数
は
四

、
一
五
〇
点
を
算
え
た
。

商
品
の
陳
列
、宣
伝
の
方
法
に

も
従
来
に
は
み
ら
れ
な
か
つ
た
工

夫
の
あ
と
が
歴
然
と
あ
ら
わ
れ
、

特
に
区
が
今
度
新
ら
た
に
講
入
し

た
宣
伝
カ
ー
「
き
ぼ
う
号
」
の
活

躍
も
あ
つ
て
、
内
容
、
宣
伝
の
充

実
に
四
日
間
の
延
入
場
人
員
一
万

人
と
い
う
記
録
を
作
つ
た
。

(
写
真
は
展
示
会
場
)

春
の
子
供
ま
つ
り

区
社
会
教
育
課
後
援
の
「
春
の
子

供
祭
」
は
三
月
九
日
午
前
九
時
か

ら
西
新
井
観
光
劇
場
で
開
催
さ

れ
、
集
ま
つ
た
区
少
年
少
女
連
盟

の
約
四
〇
〇
名
の
子
供
達
は
、
芸

術
大
学
学
生
の
演
出
し
た
素
適
な

影
絵
芝
居
「
子
供
の
海
」
、
そ
の

外
の
歌
や
踊
り
に
楽
し
い
春
の
日

曜
日
を
お
く
つ
た
。

足
立
区
優
良
製
品
展
示
会
出
品
者

千
住
中
居
町
　
山
崎
製
作
所
(
自

動
車
汽
車
部
品
)
日
の
丸
精
機
(

袋
口
縫
ミ
シ
ン
)
不
二
産
業
(
ミ

シ
ン
)
巻
製
作
所
(
注
射
針
研
磨

機
)
千
住
宮
元
町
　
三
葉
製
作
所

(
ア
ル
ミ
食
器
)
島
田
ミ
シ
ン
商

会
(
ミ
シ
ン
)
千
住
末
広
町
　
末

広
鋲
螺
工
業
(
ボ
ー
ル
ド
)

千
住

東
町
　
初
台
製
作
所
(
霧
吹
器
)

後
藤
製
作
所
千
住
工
場
(
包
装
機

)
中
央
製
作
所
(
自
動
車
部
品
)

高
砂
ゴ
ム
工
業
千
住
工
場
(
水
枕

ゴ
ム
ホ
ー
ス
)
高
崎
製
紙
千
住
工

場
(
ボ
ー
ル
紙
)
吉
田
製
紙
千
住

工
場
(
新
聞
雑
誌
紙
型
原
紙
)
日

新
工
業
(
ル
ー
フ
イ
ン
グ
)
三
共

化
学
工
業
所
(
硝
酸
塩
酸
)
鈴
木

運
動
具
製
作
所
(
ボ
ー
ル
類
)
千

住
一
　
丸
七
製
作
所
(
精
米
機
)

日
本
酒
類
東
京
工
場
(
合
成
酒
)

千
住
二
　
喜
楽
製
作
所
(
釣
竿
)

千
住
三
　
日
輪
自
転
車
製
作
所
(

自
転
車
)
石
黒
製
菓
(
飴
菓
子
)

輪
入
古
繊
維
再
生
加
工
業
協
同
組

合
(
ナ
イ
ロ
ン
製
品
)
日
本
文
化

家
具
研
究
所
(
電
蓄
机
)
千
住
五
　

才
川
製
作
所
(
自
転
車
方
向
指
示

器
)
新
和
精
機
(
写
真
機
)
高
山

製
作
所
(
義
肢
)
千
住
旭
町
　
鈴

木
加
工
所
(
ゴ
ム
靴
)

千
住
龍
田

町
　
足
立
区
営
共
同
作
業
所
(
籐
製
品

)
千
住
仲
町
　
足
立
ゴ
ム
工

業
所
(
再
製
タ
イ
ヤ
ー
)
ラ
ン
ナ

ー
金
属
文
具
工
業
(
コ
ン
パ
ス
)

鈴
木
屋
ふ
と
ん
衣
料
店
(
ふ
団
類

千
住
元
町
　
東
京
学
用
品
工
業
(

学
用
品
)
千
住
寿
町
　
千
住
の
糀

屋
(
糀
)
千
住
若
松
町
　
興
和
栄

養
製
粉
工
場
(
小
麦
粉
)
千
住
橋

戸
町
　
日
本
製
靴
(
革
靴
)
根
本

工
業
(
服
装
ベ
ル
ト
)
千
住
緑
町

日
本
皮
革
(
皮
製
品
)
千
住
大
川

町
　
弥
生
産
業
東
京
工
場
(
Y
シ

ヤ
ツ
)
日
の
出
町
　
佐
藤
電
気
製

作
所
(
蛍
光
灯
)
昭
和
ゴ
ム
千
住

工
場
(
ゴ
ム
製
品
)
柳
原
町
　
大

山
ゴ
ム
工
業
所
(
ゴ
ム
製
品
)
和

田
精
工
所
(
紙
製
品
)

本
木
一
　

日
東
窯
業
所
(
ボ
イ
ラ
ー
用
異
型

)
高
瀬
製
作
所
(
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
機
)

山
田
製
作
所
(
注
射
筒
)
本

木
二
　
五
洋
鋼
具
(
農
業
フ
オ
ー

ク
)
畠
山
工
業
(
医
療
用
ア
ン
プ

ル
)
身
体
障
害
者
自
立
産
業
(
布

製
玩
具
)
鎌
田
商
会
足
立
工
場
(
(

防
虫
剤
)
西
新
井
製
作
所
(
腕

時
計
バ
ン
ド
)
本
木
三
　
村
菊
電

気
産
業
西
新
井
工
場
(
真
鍮
ビ
ス

)
ス
ズ
ラ
ン
え
の
ぐ
工
業
(
く
れ

よ
ん
え
の
ぐ
)

本
木
四
　
小
倉
鉄

工
(
自
転
車
ペ
タ
ル
軸
)
本
木
五

花
木
製
作
所
足
立
工
場
(
肉
切
機
)

保
木
間
町
　
平
田
工
業
(
自
転

車
乾
池
ラ
ン
プ
)

上
沼
田
町
　
有

功
ア
ル
ミ
製
作
所
(
ア
ル
ミ
製
品

)
吉
野
石
膏
(
耐
火
ボ
ー
ド
)
島

根
町
　
池
田
機
械
製
作
所
(
ス
ツ

プ
レ
ー
ガ
ン
)
平
野
油
脂
化
学
工

業
(
石
け
ん
)
栗
原
町
　
日
清
紡

西
新
井
化
成
工
場
(
ブ
レ
ー
キ
ラ

イ
ニ
ン
グ
)
梅
田
町
　
千
代
田
金

属
足
立
工
場
(
鉛
管
)
田
辺
製
薬

梅
田
工
場
(
注
射
液
)
浜
野
機
革

工
業
(
革
パ
ツ
キ
ン
グ
)
小
台
町

新
理
研
工
業
荒
川
工
場
(
黄
鋼
の

鋳
魂
)
田
島
応
用
化
工
(
ル
ー
フ

イ
ン
グ
)
コ
ー
リ
ン
鉛
筆
(
鉛
筆
)

伊
興
町
本
町
　
磯
貝
農
機
製
作

所
(
精
米
機
)
東
島
根
町
　
日
米

富
士
自
転
車
足
立
工
場
(
オ
ー
ト

バ
イ
自
転
車
)
西
新
井
町
　
日
本

精
研
工
業
(
研
磨
紙
)
興
野
町

日
長
ゴ
ム
工
業
(
ゴ
ム
靴
)
ヱ
ル

ゲ
ン
製
菓
(
飴
)
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

靴
(
革
靴
)
小
右
衛
門
町
　
日
の

出
防
水
布
商
会
(
防
水
布
)
村
樫
建

材
興
業
足
立
工
場
(
石
綿
ス
レ

ー
ト
)
黒
奴
製
菓
(
菓
子
)
梅
島

町
　
阿
部
商
店
紙
製
品
工
場
(
ノ

ー
ト
類
)
五
友
野
南
町
　
高
島
造

酢
(
し
よ
う
ゆ
ツ
ー
ス
)
堤
比
木

工
(
木
製
品
)
南
鹿
浜
町
　
東
京

セ
ロ
ハ
ン
紙
(
セ
ロ
ハ
ン
紙
)
上

沼
田
町
　
丸
新
毛
糸
紡
績
所
(
羅
紗

服
地
フ
ル
ト
)
南
千
住
町
　
大

和
毛
織
(
毛
織
)

衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙

東
京
都
第
六
区
の
衆
議
院
議
員
補

欠
選
挙
は
三
月
十
二
日
午
前
七
時

か
ら
区
内
三
十
六
の
投
票
所
で
行

わ
れ
本
区
は
四
割
八
分
二
厘
と
い

う
第
六
区
最
高
の
投
票
率
を
収
め

た

。

各
候
補
者
区
内
得
票
数

林
博
　
　
　
　
　
四
、九
一
〇

吉
田
賢
治
　
　
　
二
、九
八
二

滝
沢

七
郞
　
　
　
　
　七
五
七

島
上

善
五
郞
　
一
一

、一
八
四

小
田

俊
与
　
　
　
　
　一
〇
二

赤
尾
敏
　
　
　
　
一
、
五
五
〇

天
野
賴
義
　
　
　
四
、
八
一
八

熊
本
虎
藏
　
　
　
五
、
一
七
七

眞
鍋

儀
十
　
　
　一
、
二
五
六

飯
塚
侑
造
　
　
　
　
　
四
○
一

佐
久
間
栄
吉
　
一
九
、
四
六
五

新
井
京
太
　
　
二
、
五
〇
七
八

肥

後

亨
　
　
　
　
　
　
　一
九

計
　
七
七
、
六
九
九

当
日
有
権
者
数

男
　
八
一
、
九
六
八

女
　
八
〇

、
五
一
六

投
票
者
数
　
　
　
　
投
票
率

男
四
一
、
八
一
三
　
〇
、
五
一
〇

女
三
六

、
五
一
六
　
〇

、
四
五
三

計
七
八
、三
二
九
　
〇
、四
八
二

五
哩
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

区
民
体
育
の
一
環
と
し
て
行
な

わ
れ
た
、区
社
会
教
育
課
主
催
の

足
立
5
哩
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

は
三
月
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
区

立
四
中
前
、
水
神
橋
の
往
復
直
線

コ
ー
ス
で
中
学
生
三
一
名
、一
般

一
二
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
熱

戦
を
繰
展
げ
た
。

大
会
成
績
次
の
通
り

〔
中
学
生
の
部
〕

(
1
)
金
子
弘
(
十
二
中
)
二
九
分
五

七
秒
(
2
)
坂
田
義
宏
(
十
二
中
)
(
3
)

角
野
正
義
(
四
中
)
(
4
)
落
合
菊
次

郞
(
5
)
早
坂
武
志
(
6
)
立
川
輝
夫

〔一
般
の
部
〕

(
1
)
小
泉
国
義
(
都
立
足
立
高
校
)

三
一
分
三
三
秒
(
2
)
小
山
満
夫
(
小

守
印
刷
)
(
3
)
金
子
修
一
(
小
守
印

刷
)
(
4
)
田
中
五
郞
(
5
)
大
和
田
武
義
(
6
)

太
滝
良
司


